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ばんげの宝【さくらオーナーの会】ばんげの宝【さくらオーナーの会】
2002年に「たくさんの桜が咲き誇るまち」を町民の手で
つくろう！そんな思いから始まりました。町が植栽枠を設
置し、住民が植樹した桜のオーナーとして管理をする「協
働のまちづくり」のひとつです。2002年より植栽を開始
し、今では100本以上の桜の木が、ばんげひがし公園から
八千代橋まで続いております。約90名のオーナーさんが
管理するその木は、春になると見事に咲き誇り、その桜並
木は圧巻です。町の木である「桜」を育て、愛でること。
そして、その桜並木が新たな観光名所となって、多くの方
の笑顔を生み出していくことを願っています。また例年4
月には桜ウォークを開催しております。
さくらオーナーの会 事務局
℡ 84-2135（会津坂下町まちづくりセンター）

「さくらオーナーの会」の紹介
さくら
オーナー

問合せ先
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五十嵐一夫議員
　庁舎建設のための基金造成に303万円の積み立てし
か計上していない、庁舎建設は必ずやってくる、逼迫
した財政を理由に、毎年 ８ 千万円の積み立て約束が守
られていません。
　あいづふるさと基金、 １ 億 ７ 千万円はどこにいって
しまったのか。
　各種事業の削減はするが、町長退職金についての取
り組みを含め、三役・議会、職員の報酬・給与削減へ
の取り組みの姿勢が見られない、痛みを分かち合う姿
勢が無いことに失望するものであり、本予算案に反対
する。

横山智代議員
　人口減少が続く中、地域経済の土台となる農林水産
費・商工費の減額ではなく、基幹産業の農業を生かし、
町独自の農産物の生産・加工などの産業振興、元気な
まちづくりのため、地域経済活性化を図る予算が必要
であり、重視すべきであると思い、本予算に反対いた
します。

会津坂下町の明るい未来の実現を目指した予算

財政健全化最重点期間スタート
会　計　区　分 Ｈ31 Ｈ30 対前年比

一般会計 6,889,000 7,187,000 ▲4.17％

国民健康保険特別会計 1,869,534 1,955,658 ▲4.40％

介護保険特別会計 2,217,124 2,188,656 1.30％

後期高齢者医療特別会計 180,293 178,619 0.94％

下水道事業特別会計 418,700 409,600 2.22％

坂下東第一地区土地区画整理事業特別会計 179,225 190,245 ▲5.79％

農業集落排水事業特別会計 68,900 68,400 0.73％

水道事業会計（収益的収入による比較） 494,774 500,051 ▲1.06％

平成31年度各会計の当初予算の額（前年度比較）

反 対 討 論

小畑博司議員
　中山間地等直接支払制度や多目的支払交付金事業の
中山間地の事業凍結をはじめ、 ４ 月からの給食食材ス
クリーニング検査の中止は、「安全・安心のまちづくり」、
「持続可能な地域づくり」に逆行するものです。町民
が納得できる、希望の持てる予算を再考せよ。

赤城大地議員
　本予算に対しては一定の理解と評価をするが、教育
費の削減、特に学校教育に係る予算が削減されている
ことは残念でならない。机や椅子の購入など、子ども
たちにかける予算を財政が厳しいの一言で削減しても
よいのか。町の優先順位の考え方に疑問が残る。

渡部正司議員
　補助金等を過去の実績に照らし合わせて縮減してい
る現状は、適切な行政指導を疎かにしていたことの証
左である。これらは、行政の怠慢にとどまらず、行政
を放棄したものであり、その責任を町民に転嫁させた
ものと言わざるを得ない。併せて公債費負担適正化計
画の進行管理を町民へ示すことも必要だ。本案に反対
する。

（単位：千円）

反 対
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子どもを安心して生み育てられる環境の整備 安全・安心なまちづくり
子育てふれあい交流センター事業 11,549 食品等放射性物質測定事業 7,048
放課後児童健全育成事業 15,361 自主防災組織の育成 49,631
養育支援訪問事業 407 特色を生かした農林業の振興
私立保育所等施設型給付事業 106,091 人の駅・川の駅・道の駅事業 10,000
妊婦・乳幼児健康診査事業 14,594 農産物等販路拡大事業 4,655
安心で信頼ある教育の場の提供 農地集積協力金交付金 20,000
学力向上推進事業（指導主事） 8,646 多面的機能支払交付金事業 135,393
教育相談機能の充実 2,140 ふくしま森林再生事業 44,700
小学校通学事業 13,125 個性を生かした商工業の振興
特別支援員配置事業 7,192 企業経営・雇用支援事業 2,588
中学校通学事業 16,569 街中賑わい創出事業 103
幼稚園通園事業 29,436 企業誘致推進事業 495
元気で健康なからだづくり 中心市街地再構築事業 240
健康管理センター活用事業 2,578 快適な生活環境の形成
介護・生活支援の担い手育成事業 500 空き家対策事業 258
医療機関・救急医療充実事業 60,237 移住・定住促進事業 629
健康診査事業 20,243 公共下水道事業 122,644
健康増進事業 1,296 地域づくりの推進
予防接種事業 47,012 地域づくり推進事業 47,068
安心できる福祉の充実 住民と一緒に進めるまちづくり
介護予防事業・包括的支援事業 12,893 協働によるまちづくり推進事業 100

振興計画策定事業 2,141

平成31年度重点事業（一般会計）　　（事業費（単位：千円））

事業名 事業費 事業内容
合併処理浄化槽設置整備事業 10,895 合併処理浄化槽設置補助
防雪サブセンター新築事業 22,020 除雪機械（小型除雪ローダ）の更新
社会資本整備総合交付金道路整
備事業 68,500 道路橋りょう定期点検、橋りょう修繕設計・工事

町営住宅改修事業 77,950 町営古町川尻団地給水ガス管改修工事等

上記以外の主な建設事業　（単位：千円）

賛 成 討 論

渡部順子議員
　昨年今後の財政状況を鑑み、新庁舎建設を延期する
決断をされ、財政の健全化を最優先に取り組む事を表
明された。健全でなければ質の高い行政サービスは、
提供できません。将来を、しっかりと見据え、町の持
続可能な行政運営をされる事を強く要望いたしまして
本案への賛成討論とします。

酒井育子議員
　新庁舎の建設を断腸の思いで延期する決断で、平成
36年まで財政健全化に集中して取り組む事が示された。
予算は歳入に見合った編成が前提で、創生総合戦略に
位置づけた重点事業を柱とし、緊急性・必要性・優先
度の観点から見直し取拾選択で、住民福祉の向上と安
全・安心な生活の確保を担保し、確実な財政の健全化
を進め、明るい未来が描けるよう一層の努力と創意工
夫を強く要望し本案への賛成討論とします。

猪俣恒雄議員
　平成26年には107億円あった、普通会計の町債が予
算書によれば、来年度末には81億円台まで減り、次年
度は70億円台が見えてきている。このまま行けば５年
後の町債は40億円台を割ってくると予想でき、平成19
年には21.3％あった公債費率は１桁台になってくる。
　厳しい予算編成が ２ 、 ３ 年は続くが、先は見えて来
ている。10～20年後に「平成の最後から新しい年号に
変わった頃は苦しい予算の中でよく頑張った」と高い
評価をうける年度になる事を確信して賛成する。

青木美貴子議員
　当町の置かれている厳しい財政事情下にあっては住
民の全てが満足する予算を編成することは不可能であ
ると思います。行政サービス等可能な限りの予算編成
をなされ、行政側としても苦しい決断を迫られた事を
推測します。ここ近年で財政難になった訳ではなく過
去の甘い見通しが生んだ結果かと思われます。健全な
財政基盤を築かなければ事業・行政サービス等何も出
来ません。明るい坂下町になることを信じて、私の賛
成討論とします。

賛 成
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平成31年度８会計の歳入歳出予算（特別会計含む）
総額123億1755万円を徹底チェック

Ｑ：今年度、地域おこし協力隊の事業が縮小されている。他自治体では活用事例も報告されているが、今
後、町はこの事業を行わないのか。
Ｑ：平成28年度から合計 ５ 名の方に活躍頂いた。今後、地域おこし協力隊員が ３ 年間経過した後、町に定
着し、活躍できる場を創出するという課題を踏まえて、一度立ち留まって検証した上で、再度取り組んで
いきたい。

Ｑ：農林振興費の旅費が減っている理由は。また、それによって悪影響はないのか。
Ａ：平成31年度より、首都圏等在住の会津坂下町出身の大学生、短大生、専門学校生を対象に「ふるさと
応援団学生版」として登録すると、町が首都圏等で参加する物産フェアや交流フェア等でスタッフとして
活躍する取組みを実施するため、旅費が削減となり、この活動を通して、会津坂下町への愛着心を醸成し、
新たな販路拡大を図っていく。

Ｑ：町のふるさと納税を今後、強化する仕組みや積極的な対策は。
Ａ：平成28年の ５ 千万から、返礼率を下げたため、現在、寄付額は約 ３ 千万程度となった。今後は、ニー
ズにあったソフト事業を新たに加え、さらに返礼品の種類を増やし、魅力アップを図っていく。

Ｑ：新庁舎建設は延期であるので、行政センター建設基金積立は必要である。毎年 ８千万円の積立てを約
束してきたのに、今回、303万円になった理由は。
Ａ：必要性は理解しているが、財政状況を鑑み、継続できない。この財源を財政健全化に向けていく。
303万円の根拠は、 ３ 役分の給与減額分と寄付額分である。

Ｑ：特定不妊治療費助成金の予算が縮小減されている理由は。また、代替え案はあるのか。
Ａ：厳しい財政状況を踏まえて、全体のバランスを総合的に判断した結果である。県の補助金は継続され
るため、町は夫婦に寄り添い、デリケートな相談ができる支援体制の充実に取り組んでいきたい。

Ｑ：街路灯の新設計画は。また電気料の根拠は。
Ａ：今年は、５ か所の新設、ＬＥＤ化11カ所を計画している。現在、町は2,558灯を管理し、ＬＥＤは476
灯（18.61％）の状況である。ＬＥＤ化を順次進め、省エネに努めていく。

予算特別委員会の主な質疑・答弁

　来年度の各会計歳入歳出予算について審議するため、予算特別委員会を設置しました。
　委員長に三橋薫議員、副委員長に横山智代議員を互選し、 3月15日・18日の両日開催さ
れ町長提出の 8会計を、慎重に審議した結果、すべての会計の予算を可決いたしました。

特定不妊治療費助成金について

行政センター建設基金について

街路灯について

地域おこし協力隊について

ふるさと応援団学生版について

ふるさと納税について
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平成31年度８会計の歳入歳出予算（特別会計含む）
総額123億1755万円を徹底チェック

水道事業会計予算に対する討論

　

営
業
収
益
、
新
規
加
入
金
と
し
て
計
上

し
て
い
た
１
５
２
万
円
が
補
正
で
全
額
減

額
と
な
っ
た
の
は
、
農
振
地
区
除
外
・
農

地
転
用
の
指
導
・
実
行
が
な
さ
れ
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
と
は
直
接
関
係
は
な
い
が
、

農
政
の
真
摯
な
対
応
の
不
足
を
指
摘
し
ま

す
。

　

他
の
事
業
会
計
が
互
い
に
影
響
す
る
の

で
連
携
を
持
っ
た
取
り
組
み
を
望
み
ま
す
。

賛成討論（五十嵐一夫議員）賛 成

　

本
会
計
は
ミ
ス
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

明
ら
か
に
町
と
し
て
の
予
算
作
成
の
シ
ス

テ
ム
に
問
題
が
あ
る
。
水
道
行
政
を
健
全

に
議
論
す
る
た
め
に
も
有
識
者
に
よ
る
診

断
を
受
け
、
会
計
構
造
を
正
し
く
理
解
し
、

運
用
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
、
証
明
し
た

ほ
う
が
町
の
た
め
に
な
る
。
チ
ェ
ッ
ク
を

含
め
た
予
算
作
成
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
。
疑
義
が
残
り
、
本

案
に
反
対
す
る
。

反対討論（渡部正司議員）反 対

　

平
成
29
年
度
の
不
適
切
な
会
計
に
よ

り
生
じ
た
特
別
損
失
が
平
成
30
年
度
に

計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
自
体

が
不
適
切
な
会
計
処
理
で
あ
り
、
反
対

せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
外
部
会
計
の
専
門
家
な
ど
の

お
力
を
借
り
な
が
ら
、
適
切
な
会
計
に

努
め
ら
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

反対討論（佐藤宗太議員）反 対

　保留地の不動産売却ができなかったことによる財
源を一般会計から安易に繰り入れすべきでない。起
債を発行して、本特別会計内で処置すべきである。
　翌年度に保留地を売却しても一般会計に繰入金を
戻す考えもないので、このような補正予算に反対す
る。

反対討論（五十嵐一夫議員）

坂下東第一地区土地区画整理事業特別
会計予算に対する討論

①前年対比の増減が大きい事業の精査
②住民のニーズにあった事業の予算配分
③一般会計から特別会計への繰入金の割合
④財政調整基金への積立状況
⑤国・県各種補助金の内容や補助率（町の負担割合）
⑥各種団体等への補助金交付内容や状況
⑦第五次振興計画の実現に沿った予算配分
⑧�町債の発行にあたり、歳入にあった歳出計画の

予測
⑨廃止（予算減）となった事業の検証

議会が予算書を見る主なポイント

反 対

三橋委員長と横山副委員長
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糸桜里の湯ばんげの使用料値上げ

第１回
（３月）
定例会

　

３
月
７
日
か
ら
20
日
ま
で
の
14
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
追
加
議
案
も
含
め
議
案
32
件
（
専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
１

件
、
人
事
案
件
２
件
、
条
例
制
定
・
改
廃
13
件
、
平
成
31
年
度
当
初
予
算
８
件
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
８
件
）
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
日
と
12
日
に
議
会
を
代
表
し
て
の
質
問
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
９
名
の
議
員
が
登
壇
し
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
14
日
に
は
各
常
任
委
員
会
を
開
き
提
出
さ
れ
た
議
案
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

提
案
理
由　

�「
糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
」
の
運

営
に
あ
た
り
、
施
設
に
係
る
指
定
管
理
料
の

よ
り
一
層
の
低
減
化
を
図
る
た
め
、
施
設
使

用
料
並
び
に
営
業
時
間
の
見
直
し
を
行
い
、

経
営
改
善
に
取
り
組
む
と
い
う
観
点
か
ら
、

利
用
料
金
及
び
営
業
時
間
に
つ
い
て
見
直
し

を
す
る
。

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

提
案
理
由　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申

を
受
け
、
平
成
32
年
3
月
末
ま
で
の
1
年
間
、

町
長
30
％
、
副
町
長
・
教
育
長
15
％
給
与
を

減
額
す
る
。

町
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

料
金
値
上
げ
に
よ
る
試
算
、
利
用

者
15
％
減
少
見
込
み
に
は
、
回
数
券

売
上
・
休
憩
室
を
考
慮
し
て
い
な
い
、

時
間
の
短
縮
に
よ
る
利
用
者
減
少
も

考
慮
さ
れ
て
い
な
い
、
料
金
値
上
げ

と
営
業
時
間
を
短
縮
す
る
な
ら
ば
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
が
求
め
ら
れ
る
が
、

何
ら
考
え
て
い
な
い
。

料
金
改
定
の
試
算
と
サ
ー
ビ
ス
を
も

う
一
度
検
討
し
て
提
案
す
べ
き
も
の

で
あ
り
、
本
案
に
反
対
す
る
。

反対討論（五十嵐一夫議員）

区分 現行額 改定案 改定額
（値上げ額）

１回券
大人 510円 600円 90円
老人 300円 400円 100円
小学校児童 300円 400円 100円

回数券
（ ６ 回券）

大人 2,550円
廃止老人 1,500円

小学校児童 1,500円

回数券
（12回券）
⇒（11回券）

大人 5,100円 6,000円 900円
老人 3,000円 4,000円 1,000円
小学校児童 3,000円 4,000円 1,000円

現行 変更後 変更時間

営
業
時
間

開館
時間 午前 ９ 時 午前 ９ 時 ―

閉館
時間 午後 ９ 時 午後 ８ 時 １時間短縮

反対討論（渡部正司議員）
　

本
議
案
の
減
給
に
よ
っ
て
、
一
部

の
責
任
逃
れ
や
行
政
へ
の
風
当
た
り

が
弱
ま
る
と
い
っ
た
甘
え
が
職
員
に

も
生
じ
、
現
状
認
識
が
ず
れ
て
し
ま

う
の
で
は
と
危
惧
す
る
。
こ
の
減
給

が
、
財
政
悪
化
の
免
罪
符
の
意
味
を

持
っ
て
は
な
ら
な
い
。
安
易
に
減
給

と
い
う
応
え
方
に
走
ら
ず
、
厳
し
い

町
民
の
声
を
真
っ
向
か
ら
受
け
止
め
、

職
責
を
担
う
べ
き
だ
。
本
議
案
に
反

対
す
る
。

反 対

反 対
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提
案
理
由　

現
行
の
各
事
業
に
設
置
さ
れ
て
い
る
審

議
会
の
整
合
性
を
図
り
、
料
金
等
改
定
や
運
営
全
般

に
つ
い
て
、
一
括
し
て
審
議
す
る
審
議
会
を
新
た
に

設
置
す
る
。

会
津
坂
下
町
上
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
設
置

条
例

　

本
議
案
に
は
、
審
議
会
の
委
員
に
町
議
会
議
員
が

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
立
法
機
関
と
執
行

機
関
と
の
対
立
型
を
と
る
民
主
的
な
地
方
制
度
の
趣

旨
に
反
し
、
執
行
機
関
に
よ
る
議
員
の
「
と
り
こ
み
」

を
意
味
す
る
も
の
で
適
切
で
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

町
議
会
議
員
は
、
二
元
代
表
制
の
観
点
か
ら
、
委
員

に
就
任
し
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
本
議

案
に
反
対
す
る
。

反対討論
（渡部正司議員）

№ 款 項 事業名 金額
（千円）

1
３  民生費 １  社会福祉費

プレミアム付商品券事業 1,572

2 老人福祉費（保険年金班） 6,156

3 ８  土木費 ２  道路橋りょう費 社会資本整備総合交付金
事業（橋梁整備） 21,858

4

10 教育費

２  小学校費 教育施設整備事業
（エアコン） 91,064

5 ３  中学校費 教育施設整備事業
（エアコン） 82,950

6 ４  幼稚園費 幼稚園通園事業
（通園バス乗降所） 25,486

　

体
育
館
跡
地
の
幼
稚
園
児
通
園
事
業
、

通
園
バ
ス
送
迎
乗
降
所
は
、
他
に
も
候
補

地
が
あ
る
こ
と
、
南
小
学
校
校
庭
の
拡
張

の
千
歳
一
遇
の
機
会
で
あ
る
。
町
財
政
が

逼
迫
し
て
い
る
の
で
、
工
事
を
再
考
す
べ

き
で
あ
る
。

　

当
初
予
算
で
計
上
し
た
、
町
役
場
建
設

の
た
め
の
基
金
の
積
み
立
て
を
せ
ず
、
あ

い
づ
ふ
る
さ
と
基
金
返
還
金
１
億
７
千
万

円
を
他
の
事
業
等
に
使
っ
て
し
ま
う
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。

　

財
政
難
へ
の
取
り
組
み
、
予
算
執
行
の

変
更
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

反対討論（五十嵐一夫議員） 追
加
議
案
と
し
て
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
平
成
30
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
審

議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
会
に
は
、
議
決
権
が
あ
り
、
行
政
を
評
価
し

チ
ェ
ッ
ク
す
る
監
視
機
能
が
あ
り
ま
す
。
議
員
が
審

議
員
に
な
る
こ
と
は
、
そ
の
議
会
機
能
の
弊
害
に
な

る
可
能
性
が
払
拭
で
き
ず
、
懸
念
が
残
り
ま
す
。
し

た
が
い
ま
し
て
、
議
員
は
審
議
員
に
な
る
べ
き
で
は

な
い
と
い
う
立
場
か
ら
反
対
い
た
し
ま
す
。

反対討論
（佐藤宗太議員）

反 対

反 対

平
成
30
年
度
補
正
予
算

反 対

平成30年度繰越事業一覧表

＜歳出事業の主な変更内容（千円未満切り捨て）＞
①市町村生活バス路線運行……………………………… 901万円増
②坂下東第一土地区画整理事業特別会計への繰入金…… 1,169万円増
③予備費………………………………………………… 7,451万円増
④行政センター建設基金の積立額を変更…………… 6,700万円減
⑤新庁舎建設延期による関連事業費の減…………… 3,210万円減
⑥各特別会計への繰出金……………………………… 1,883万円減
⑦児童措置費（児童手当の受給対象者数の減）… …… 1,000万円減
⑧プロフェッショナル経営体創出事業……………… 2,000万円減

平成30年度一般会計補正予算（第５号）の主な内容

補正前 補正額 補正後
76億
6,572万 ７ 千円

△ １ 億
2,380万 ９ 千円

75億
4,191万 ８ 千円
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条
例
廃
止

○
保
健
委
員
設
置
条
例

○
町
駐
車
場
条
例

31
年
度
当
初
予
算

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
介
護
保
険
特
別
会
計

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計30
年
度
補
正
予
算

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
５
号
）

○
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
５

号
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
３
号
）

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第

４
号
）

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
（
第
４
号
）

審
議
し
た

そ
の
他
の
議
案

専
決
処
分

○
坂
下
東
第
一
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

条
例
改
正

○
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に

関
す
る
条
例

○
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例

○
介
護
保
険
条
例

○
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

○
法
定
外
公
共
物
の
管
理
に
関

す
る
条
例

○
水
道
事
業
に
係
る
布
設
工
事

監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理

者
に
関
す
る
条
例

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

○
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る

地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の

形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る

法
律
第
10
条
第
1
項
の
規
定

に
基
づ
く
準
則
を
定
め
る
条

例

鈴
木
茂
雄
氏
（
再
任
）

【
桜
木
町　

61
歳
】
の
選

任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
31
年
４
月

よ
り
３
年
間
で
す
。

�

賛
成
全
員
で
同
意

渡
部
久
一
氏
（
新
任
）

【
新
栄
町　

68
歳
】
の
選

任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
31
年
４
月

よ
り
３
年
間
で
す
。

�

賛
成
全
員
で
同
意

人
事
案
件

件　　　名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16
物
江　

政
博

赤
城　

大
地

横
山　

智
代

渡
部　

正
司

小
畑　

博
司

佐
藤　

宗
太

山
口　
　

享

三
橋　
　

薫

青
木
美
貴
子

五
十
嵐
正
康

渡
部　

順
子

五
十
嵐
一
夫

水
野　

孝
一

酒
井　

育
子

猪
俣　

恒
雄

古
川　

庄
平

町長等の給与の特例に関する条例の一部を
改正する条例 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

長
会津坂下町上下水道事業運営審議会設置条
例 ○ ○ × × × × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

長
糸桜里の湯ばんげの設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

長

平成31年度会津坂下町一般会計予算 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
長

平成31年度会津坂下町坂下東第一地区土地
区画整理事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

平成31年度会津坂下町水道事業会計予算 ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

平成30年度会津坂下町一般会計補正予算（第
５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

長
平成30年度会津坂下町坂下東第一地区土地
区画整理事業特別会計補正予算（第 ４号） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

長
平成30年度会津坂下町水道事業会計補正予
算（第 ５号） ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長
上記以外の議案は賛成全員で可決しました。　　○：賛成　×：反対　欠：欠席　議長は採決に加わりません

教
育
長
の
任
命
（
議
案
第
２
号
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
（
議
案
第
３
号
）
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懇
談
会
で
議
会
に
い
た
だ
い
た
皆
様
の
要
望
・

意
見
・
諸
問
題
に
つ
い
て
は
議
会
で
十
分
議
論
し
、

で
き
る
事
か
ら
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
１
１
３
名

の
ご
参
加
を
頂
い
た
『
ば

ん
げ
」
未
来
ト
ー
ク
。

　

町
民
皆
様
の
多
種
多
様

な
意
見
を
お
聞
き
す
る
た

め
各
種
団
体
へ
議
員
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。

　

是
非
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

実
施
期
間

平
成
31
年
12
月
31
日
ま
で

（
土
日
・
祝
日
・
夜
間
の

開
催
も
可
）

派
遣
時
間

約
1
時
間
半
程
度

対　
　

象

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
５
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ

が
町
内
で
実
施
す
る
集
会

へ
議
員
を
派
遣
し
ま
す
。

経　
　

費

無
料
。
た
だ
し
、
公
共
施

設
以
外
で
の
開
催
経
費
は

申
込
者
で
ご
負
担
く
だ
さ

い
。

テ
ー
マ
一
覧

①
移
住
定
住　

②
子
育
て

支
援
・
教
育　

③
産
業

振
興
・
雇
用　

④
高
齢
者
・

障
が
い
者
福
祉　

⑤
環

境
・
ま
ち
づ
く
り　

⑥
防

災　

⑦
そ
の
他

申
込
受
付

原
則
、
実
施
希
望
日
の
３

週
間
前
ま
で
に
議
会
事
務

局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

【
申
込
先
・
問
合
先
】

役
場　

議
会
事
務
局

電
話
84
―
１
５
０
７

派
遣
ま
で
の
流
れ

①
話
し
合
い
た
い
テ
ー
マ

を
選
択
し
、
議
会
事
務
局

へ
申
し
込
む

↓②
派
遣
す
る
議
員
を
調
整

↓③
当
日
、
議
員
が
出
向
い

て
意
見
交
換
を
行
う

↓④
い
た
だ
い
た
意
見
を
議

会
へ
持
ち
帰
り
調
査
検
討

し
ま
す
。

町教育委員（ 2月 8日役場中会議室にて）川西熟年講座（ ２月22日津尻温泉滝の湯にて）
　
全
教
育
委
員
に
加
え
、
教
育
長
、

教
育
課
、
こ
ど
も
課
も
同
席
し
て
活

発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
①

今
後
の
小
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、

適
正
配
置
の
現
状
に
あ
る
が
少
子
化

対
応
は
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
、
②
い
じ
め
問
題
は
、
真
摯
に

向
き
合
う
こ
と
、
③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
等
教
育
行
政
上
の
課
題
に
つ
い
て

は
町
財
政
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
な
ど

の
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。
重
要

課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

意
見
交
換
の
必
要
性
を
再
認
識
し
ま

し
た
。

今年度もばんげ未来トークやります！申込は、議会事務局まで

　
事
前
に
質
問
が
あ
っ
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
、
高
寺
山

の
伝
説
解
明
に
つ
い
て
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
町
の
公
用
車
を
利
用
で
き
な
い

か
検
討
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
出

さ
れ
る
な
ど
、
高
齢
者
の
交
通
手
段

が
減
少
し
て
い
る
現
状
を
共
通
課
題

と
し
て
認
識
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ばんげ未来トーク（町民・議会懇談会）

町
民
と
議
会
が
自
由
に

意
見
交
換
で
き
る
場
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議
会
を
代
表
し
て
の
質
問

議会改革の新たな挑戦～町民に信頼される議会を目指して～

議会を代表しての質問

Ｑ：「議会を代表しての質問」とは？
Ａ：�代表質問は、一般的に政党や会派を代表して行われます。会津坂下町議会には会派はありませんが、

議会において質問する議員や内容等を調整して、議会全体を代表して質問をすることを言います。

Ｑ：実施する目的は？
Ａ：�「議会を代表しての質問」をするため、質問内容を議会内で検討することで、議会議員同士の協

議が活性化し、町政の課題を共有しつつ、より町民に信頼される議会になっていくことを目的と
しています。

Ｑ：一般質問と何が違うの？
Ａ：�一般質問は、議員個人が町政に対して独自の観点で、町への政策提言をするのに対して、「議会

を代表しての質問」は、議会全体の観点で、問い質すことになります。そのため、議会全体で共
有する課題への重要な答弁となるため、町の代表である町長だけが答弁を行います。

　　質問時間は、一般質問と同じ50分で、順番は一般質問に先立って実施されます。

Ｑ：今後も続いていくの？
Ａ：�平成31年第 １ 回定例会からの試行であるため、実施された結果を踏まえて、次回以降も継続する

か検討していきます。

「
会
津
坂
下
町
新
庁
舎
建
設
検
討
委

員
会
」
を
再
開
し
、
役
場
機
能
の
効

率
的
な
運
営
や
防
災
本
部
等
の
面
か
ら
検
討

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
感
を
伺
う
。

委
員
会
の
再
開
は
財
政
の
健
全
化
と

明
確
な
財
政
的
裏
付
け
が
必
要
で
あ

り
、
出
来
る
だ
け
早
く
、
着
工
年
度
を
決
定

し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
基
に
検
討
委
員
会
を

再
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

有
利
な
支
援
事
業
、
資
金
調
達
の
方
法
等

あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
模
索
し
早
期
の
建
設
実

現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

財
政
健
全
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

し
て
、
細
分
化
し
た
事
業
ご
と
に
今

後
10
年
間
の
歳
出
見
込
み
を
算
出
し
た
詳
細

な
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
中
で
あ

り
、
今
後
こ
れ
を
議
会
に
示
し
、
意
見
を
頂

戴
し
な
が
ら
毎
年
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。

予
算
編
成
の
重
点
方
針
は
何
か

財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
を
最
優
先

し
編
成
し
ま
し
た

猪俣　恒雄議員

前
年
度
と
違
い
庁
舎
建
設
延
期
を
表

明
し
た
、
初
め
て
の
年
度
予
算
で
あ

り
ま
す
。
今
年
度
予
算
編
成
の
重
点
施
策
を

伺
う
。

平
成
36
年
度
ま
で
を
「
財
政
健
全
化

最
重
点
期
間
」
と
し
、
当
初
予
算
は

財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
最
優
先

し
編
成
し
ま
し
た
。
歳
出
削
減
等
に
よ
り
、

町
民
の
皆
様
に
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
が
、

子
育
て
支
援
等
、
町
民
生
活
に
影
響
の
大
き

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問答数
値
目
標
を
明
示
し
た
財
政
改
革
の

具
体
策
を
議
会
に
示
せ

財
政
健
全
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

作
成
し
ま
す

事
業
見
直
し
を
す
る
事
業
と
そ
の
事

に
よ
り
捻
出
さ
れ
る
資
金
を
明
記
し

た
、
努
力
目
標
で
は
な
く
、
全
職
員
が
共
有

す
る
実
現
可
能
な
数
値
目
標
を
明
示
し
た
、

財
政
改
革
の
具
体
策
を
議
会
に
示
す
よ
う
要

望
す
る
。

問

答こ
れ
も
質
問

問　

町
と
し
て
の
外
国
人
労
働
者
対
策
は
。

答　

受
入
れ
企
業
と
連
携
を
図
り
、
良
好
な

労
働
、
住
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

問答

県内町村 の試み初
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猪俣恒雄議員（Ｐ10）議会を代表しての質問
○町財政の健全化について
○庁舎建設について
○当町において急増が予想される外国人
　労働者について

五十嵐一夫議員（Ｐ12上）
○財政難に対応した人件費抑制について
○交通安全規範意識の向上について
○住宅火災警報器の設置の向上について

山口享議員（Ｐ12下）
○町の財政状況について
○教育行政について
○県立坂下高等学校の合併による問題点
　について

赤城大地議員（Ｐ13上）
○町財政の健全化について
○公有地の跡地利用について

横山智代議員（Ｐ13下）
○町長の政治姿勢について
○職員の人材育成について
○一人ひとりが大切にされる教育の現場
　の実現について

渡部正司議員（Ｐ14上）
○地域コミュニティの活性化のしくみづくり
　推進事業費予算縮減について

渡部順子議員（Ｐ14下）
○ＪＲ只見線利活用での、観光、物産につい

て
○みんなが元気で安心して暮らせる町につい

て
○０-100安心プロジェクトについて
○町の花　菊の推進を

佐藤宗太議員（Ｐ15上）
○予算編成について
○コミニティセンターの在り方について
○空き家対策に関して町の考えは
○人口対策について

小畑博司議員（Ｐ15下）
○第五次振興計画後期基本計画によるまちづ

くりが遂行されているのか伺う
○子育て日本一に向かって進んでいるのか伺

う

※�一般質問・・・議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針を聞き、
疑問点を質すこと。会津坂下町議会では質問答弁を含めて、１人50分以内としています。

　 ３ 月定例会では、 ９ 人の議員が一般質問を行い、 2 日間にわたり活発な議論を展開しま
した。質問と答弁を要約した内容は、12ページから15ページです。
　なお、一般質問を録画した動画を町ホームページまたはYouTubeでご覧になれます。

一 般 質 問
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一

般

質

問

会
津
農
林
高
等
学
校
と
の
併
合
は
な

か
っ
た
の
か
。

町
と
し
ま
し
て
も
、
両
校
の
存
続
に

つ
い
て
、
機
会
を
捉
え
て
県
へ
の
働

き
か
け
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
県
に
お
い
て
、
生
徒
の
学
び
の
ニ
ー

ズ
や
進
路
希
望
に
応
じ
た
特
色
あ
る
高
等
学

財
政
難
に
対
応
、
特
別
職
・
議
員
・

職
員
の
報
酬
・
給
与
を
５
～
10
％
削

減
し
て
基
金
を
造
成
し
よ
う
。

報
酬
や
給
与
に
よ
る
経
費
の
削
減
は
、

職
員
募
集
に
お
い
て
人
材
が
確
保
で

き
な
い
、
優
秀
な
人
材
が
早
期
退
職
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
職
員
の
「
や
る
気
」、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
低
下
に
も
つ
な
が
り
慎
重
な
判
断
が
必

要
で
す
。
人
件
費
の
抑
制
に
つ
い
て
は
職
員

数
の
適
正
管
理
や
時
間
外
勤
務
の
縮
小
に
よ

り
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

財
政
難
に
対
応
し
た
人
件
費
の
抑
制
を

職
員
数
の
適
正
管
理
な
ど
に
よ
り
対
応

し
て
い
き
ま
す

五十嵐一夫議員

財
政
危
機
宣
言
に
つ
い
て

財
政
健
全
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

策
定
し
ま
す

山口　　享議員

平
成
31
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
。

当
初
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
財
政

健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
最
優

先
と
し
て
お
り
ま
す
。
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
、
事
業
の
必
要
性
や
有
効
性
の
観
点
か

ら
事
業
の
優
先
度
を
設
け
、
歳
出
予
算
の
削

減
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
継
続
事
業
で

あ
っ
て
も
前
年
度
と
同
額
を
予
算
化
す
る
の

で
は
な
く
、
取
組
内
容
の
工
夫
に
よ
る
事
業

費
の
縮
減
を
す
る
等
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
大

き
な
影
響
が
で
な
い
よ
う
、
財
政
状
況
の
改

善
に
向
け
た
予
算
編
成
と
い
た
し
ま
し
た
。

問答坂
下
高
等
学
校
統
合
に
つ
い
て

受
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す

問答

問答

住
宅
火
災
焼
死
者
の
減
少
対
策
に
住

宅
火
災
警
報
器
の
設
置
に
取
り
組
め
。

平
成
23
年
か
ら
既
存
住
宅
に
つ
い
て

も
設
置
が
義
務
化
に
な
り
ま
し
た
。

市
町
村
・
消
防
本
部
が
一
丸
と
な
っ
て
啓
発

活
動
を
実
施
し
、
設
置
率
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

問答

こ
れ
も
質
問

問　

生
徒
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

に
つ
い
て
。

答　

個
人
の
判
断
で
任
意
に
接
種
す
べ
き
。

校
の
配
置
と
し
て
、
実
業
科
系
の
「
職
業
教

育
推
進
校
」
と
、
普
通
科
系
の
「
キ
ャ
リ
ア

指
導
推
進
校
」
に
そ
れ
ぞ
れ
位
置
付
け
て
配

置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
の
高
等
学
校
教
育
に
お
け
る
環
境
基

盤
の
整
備
と
い
う
視
点
か
ら
、
受
け
入
れ
ざ

る
を
得
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。坂下高等学校

住
宅
火
災
警
報
器
の
現
状
は

設
置
率
向
上
に
努
め
て
い
ま
す

こ
れ
も
質
問

問　

交
通
安
全
規
範
意
識
の
啓
発
啓
蒙
は
。

答　

交
通
関
係
団
体
と
合
同
で
交
通
安
全
の

呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新しい会津坂下消防署

　

町
営
住
宅
の
全
て
に
お
い
て
、
平
成
22
年

に
設
置
を
完
了
し
て
い
ま
す
、
設
置
し
て
か

ら
約
10
年
が
交
換
の
目
安
で
あ
り
平
成
32
年

度
の
交
換
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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一

般

質

問

補
助
金
や
助
成
の
考
え
方
に
つ
い
て

町
の
考
え
や
更
な
る
方
針
に
つ
い
て

伺
う
。

町
は
、
公
益
上
必
要
な
場
合
に
お
い

て
寄
付
ま
た
は
補
助
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
と
地
方
自
治
法
に
定
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
町
の
補
助
金
の
在
り
方
に
つ
い
て
は

整
理
合
理
化
計
画
に
よ
り
補
助
の
見
直
し
な

ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
そ
れ
に

基
づ
き
、
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
基

本
方
針
と
し
て
は
「
事
業
費
の
補
助
を
原
則

と
す
る
こ
と
」「
補
助
率
の
適
正
化
を
図
る

こ
と
」
と
い
う
考
え
方
を
踏
襲
し
な
が
ら
今

後
の
計
画
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

補
助
金
の
考
え
方
は

今
後
さ
ら
な
る
適
正
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す

赤城　大地議員

問答

県
教
育
委
員
会
が
発
表
し
た
県
立
高

校
の
再
編
方
針
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。「

県
立
高
等
学
校
改
革
基
本
計
画
前

期
実
施
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
１
学

年
４
～
６
学
級
と
し
、
３
学
級
以
下
の
学
校

に
つ
い
て
再
編
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
本
町
の
２
つ
の
高
校
も
、
坂

下
高
校
は
大
沼
高
校
と
統
合
し
、
大
沼
高
校

の
校
舎
を
利
用
し
て
「
キ
ャ
リ
ア
指
導
推
進

校
」
に
。
会
津
農
林
高
校
は
耶
麻
農
業
高
校

と
統
合
し
、
会
津
農
林
高
校
の
校
舎
を
利
用

し
て
「
職
業
教
育
推
進
校
」
に
位
置
付
け
ら

れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
高
等
学

校
教
育
に
お
け
る
環
境
基
盤
の
整
備
と
い
う

視
点
か
ら
、
受
け

入
れ
ざ
る
を
得
な

い
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
人
口

減
少
や
少
子
高
齢

化
が
進
行
し
て

い
る
状
況
に
あ
っ

て
、
町
内
の
子
ど

も
た
ち
が
町
内
の

県
立
高
校
再
編
成
方
針
を
ど
う
考
え
る
か

受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
ま
す

横山　智代議員

問答

国
や
県
の
公
有
地
の
跡
地
利
用
の
方
針
は

現
在
の
と
こ
ろ
取
得
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

情
報
を
得
る
た
め
に
東
京
事
務
所
を

持
つ
、
あ
る
い
は
町
職
員
を
中
央
省

庁
ま
た
は
シ
ン
ク
タ
ン
ク
へ
出
向
さ
せ
る
考

え
は
な
い
か
伺
う
。

現
在
の
町
の
財
政
状
況
に
鑑
み
る
と
、

東
京
事
務
所
を
も
つ
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
ま
す
。
出
向
に
つ
い
て
も
、
人
材
育

成
の
面
か
ら
見
て
も
非
常
に
有
効
な
手
段
で

は
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
現
在
、
職
員
数
の

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

問答

現
段
階
で
は
そ
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
内
に
あ
る
、
あ
る
い
は
今
後
新
し

く
出
る
で
あ
ろ
う
国
や
県
の
公
有
地

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
今
後
の
考
え
方
を

伺
う
。

現
在
、
町
に
あ
る
国
や
県
の
公
有
地

は
い
ず
れ
も
数
度
の
公
売
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
具
体
的
な
活
用
方
法

が
な
い
た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
取
得
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問答

各
課
と
の
連
携
状
況
は
ス
ム
ー
ズ
か

職
員
間
の
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す

各
課
と
の
横
の
連
携
は
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
て
い
る
か
。

週
に
一
度
の
定
例
課
長
会
に
お
い
て
、

各
課
が
抱
え
る
課
題
や
事
業
の
進
捗

状
況
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て
お
り
、
全
職

員
へ
周
知
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
定
例

課
長
会
、
班
長
会
議
の
外
に
、
職
員
研
修
等

を
通
し
て
、
職
員
に
町
全
体
の
奉
仕
者
と
い

う
意
識
の
も
と
、
更
な
る
職
員
間
の
連
携
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問答こ
れ
も
質
問

問　

職
員
の
提
案
の
評
価
、
実
践
は
。

答　

今
年
度
は
33
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
教
育
は
。

答　

幼
少
中
12
年
間
の
中
で
育
ん
で
い
ま
す
。

高
校
で
学
ぶ
場
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
大
変

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
地

元
高
校
発
展
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

会津農林高等学校

国
有
地

旧法務局坂下出張所

県
有
地

旧農業試験場跡地

中村区旧県営住宅跡地

町にある国県所有の一覧
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一

般

質

問

平
成
32
年
度
か
ら
コ
ミ
セ
ン
運
営
の

委
託
を
や
め
、
町
直
営
化
し
、
町
職

員
を
配
置
す
る
と
し
て
大
幅
な
予
算
縮
減
を

計
画
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
の
方
向
を
示
さ
ず

人
や
地
域
を
無
視
し
、
唐
突
で
、
対
話
無
く

一
方
的
、
強
権
的
で
あ
り
理
解
し
難
い
。
人

材
解
雇
に
も
つ
な
が
る
説
明
な
き
計
画
は
容

認
で
き
な
い
。
そ
の
目
的
は
何
か
。

現
在
の
地
域
づ
く
り
か
ら
さ
ら
に
踏

み
込
ん
だ
共
助
の
仕
組
み
の
構
築
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、

現
在
の
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
の
委
託
先
で

あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ｏ
（
ニ
ボ
）
に
よ

る
事
務
局
員
の
配
置
で
は
な
く
、
町
職
員
の

直
接
的
関
与
・
支
援
体
制
が
必
要
と
考
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
32
年
度
か
ら
段
階
的

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
町
職
員
を

直
接
配
置
す
る
こ
と
で
庁
内
調
整
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ニ
ボ
及
び
各
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
長
へ
は
昨
年
9
月
か
ら
説

明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
趣
旨
に
対
す
る

御
理
解
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

対
話
を
尽
く
せ
、コ
ミ
セ
ン
の
あ
り
方

次
期
振
興
計
画
で
方
向
性
を
決
め
ま
す

渡部　正司議員

問答

会
津
は
雪
国
、
冬
で
も
女
子
中
学
生

は
ス
カ
ー
ト
、
元
気
で
暮
ら
す
為
に

ス
ラ
ッ
ク
ス
の
選
択
も
有
り
と
思
う
、
ど
ち

ら
で
も
選
べ
る
改
正
を
提
案
し
ま
す
。

坂
下
中
学
校
へ
統
合
の
時
、
保
護
者

等
を
中
心
に
制
服
検
討
等
部
会
を
開

催
し
現
在
の
制
服
に
な
っ
て
お
り
ま
す
し
、

生
徒
や
保
護
者
か
ら
ス
カ
ー
ト
に
関
し
て
苦

情
等
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
20
年

ほ
ど
前
に
女
子
生
徒
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
採
用
に

つ
い
て
話
題
に
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

中
学
校
で
は
保
護
者
の
負
担
が
増
え
た
事
や

利
用
頻
度
が
少
な
い
等
の
理
由
で
定
着
し
な

か
っ
た
と
の
事
で
す
。
今
後
、
ス
ラ
ッ
ク
ス

着
用
の
要
望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
協
議
す
る
場
を
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

中
学
生
の
制
服
の
あ
り
方
に
つ
い
て

要
望
が
あ
れ
ば
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
議
し
ま
す

渡部　順子議員

問答

今
回
の
対
応
は
、
十
分
な
説
明
が
な

く
不
信
を
招
い
て
い
る
。
説
明
責
任

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

政
策
の
大
き
な
転
換
と
な
る
こ
と
か

ら
、
経
緯
を
説
明
し
、
不
安
や
疑
問

等
に
も
真
摯
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

予
算
削
減
前
提
で
の
議
論
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

委
託
終
了
は
、
振
興
計
画
に
関
わ
る

大
き
な
転
換
で
あ
り
、
関
係
す
る
団

体
等
へ
の
影
響
は
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と

思
慮
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
予
算
あ
り
き
で

な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
政
策
の
転
換
と

し
て
予
算
規
模
が
縮
小
し
た
も
の
で
す
。

問答問答

盛況の若宮コミセン歌声喫茶

只
見
線
、
利
活
用
の
考
え
は

利
活
用
推
進
と
魅
力
を
発
信
し
ま
す

只
見
線
利
用
で
の
、
観
光
、
物
産
、

お
も
て
な
し
は
。

問

利
活
用
推
進
と
魅
力
の
発
信
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
に
は
若
宮
駅
か
ら
坂
本
駅
ま
で
、
４

駅
が
あ
り
、
県
が
発
行
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
本
町
の
歴
史
的
観
光
資
源
や
物
産
品
な
ど

情
報
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
只
見
線
利

活
用
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
33
年
度
中
の
全

線
開
通
を
見
据
え
て
、
県
や
沿
線
自
治
体
の

担
当
部
署
、
民
間
事
業
者
等
と
連
携
を
図
り
、

利
活
用
と
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。
ま
た
、
駅

前
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
整
備

費
用
も
含
め
た
要
望
活
動
を
行
い
、
具
体
的

な
整
備
時
期
及
び
財
源
確
保
に
向
け
、
調
査

研
究
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

答

会津坂下駅
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一

般

質

問

町
内
の
方
で
あ
っ
て
も
新
た
な
場
所

に
新
築
も
し
く
は
中
古
住
宅
を
購
入

す
る
こ
と
は
、
人
口
流
出
の
抑
止
に
な
る
の

で
若
者
定
住
の
た
め
に
支
援
す
べ
き
と
思
う

が
、
町
の
考
え
は
。

町
内
の
人
口
流
失
抑
制
の
た
め
の
若

者
定
住
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
補

助
金
と
し
て
の
支
援
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
空

き
家
バ
ン
ク
に
よ
り
住
居
情
報
の
提
供
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
、
最
重
要
施
策
だ
っ
た

は
ず
の
新
庁
舎
建
設
の
延
期
が
示
さ

れ
た
。
次
年
度
の
最
重
要
施
策
の
考
え
方
は
。

平
成
31
年
度
の
当
初
予
算
編
成
に
お

い
て
は
、
実
施
計
画
策
定
時
に
現
在

策
定
中
の
第
六
次
会
津
坂
下
町
振
興
計
画
の

前
期
計
画
期
間
で
あ
る
平
成
36
年
度
ま
で
の

期
間
を
「
財
政
健
全
化
最
重
点
期
間
」
と
定

め
た
こ
と
か
ら
、
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
最
優
先
し
て
お
り
ま
す
。

次
年
度
の
最
重
要
施
策
の
考
え
方
は

財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

最
優
先
し
て
お
り
ま
す

佐藤　宗太議員

問答

担
い
手
が
不
足
す
る
農
業
を
持
続
可

能
に
す
る
政
策
と
し
て
の
中
山
間
地

等
直
接
支
払
制
度
と
多
面
的
支
払
交
付
金
事

業
を
併
用
し
て
い
る
地
区
に
、
ど
ち
ら
か
を

選
択
せ
よ
、
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
逆
行
し
て
い
な
い
か
。

平
成
36
年
度
ま
で
を
財
政
健
全
化
最

重
点
期
間
と
定
め
、
全
て
の
事
業
に

つ
い
て
廃
止
や
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
中

山
間
事
業
と
多
面
的
事
業
は
共
通
す
る
事
項

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
５
行
政

区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ど
ち
ら
か
の
事
業
を

凍
結
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

逆
行
し
て
い
な
い
か

真
に
必
要
な
事
業
を
選
定
し
、
廃
止
や

統
合
も
含
め
見
直
し
を
図
り
ま
し
た

小畑　博司議員

問答学
校
給
食
の
食
材
検
査
を
継
続
せ
よ

食
材
ご
と
の
「
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
」
は
中
止
し
ま
す

今
後
の
原
発
廃
炉
作
業
が
30
年
以
上

か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
何
が
起

き
る
か
わ
か
ら
な
い
中
で
は
安
全
が
担
保
で

き
な
い
以
上
、
食
材
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
は
継
続
す
べ
き
で
あ
る
。

問

財
政
の
健
全
化
の
た
め
に
必
要
だ
と

思
わ
れ
る
事
業
や
事
業
費
を
削
減
す

る
こ
と
で
町
民
福
祉
の
向
上
や
町
の
発
展
が

望
め
る
の
か
。

今
後
に
お
い
て
も
、
起
債
額
を
抑
制

す
る
こ
と
で
将
来
負
担
の
軽
減
を
図

る
と
と
も
に
、
地
方
債
の
借
入
時
点
に
お
い

て
償
還
時
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に

行
い
、
将
来
的
な
町
民
福
祉
の
向
上
や
町
の

発
展
に
結
び
つ
く
財
政
運
営
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

問答

問答

こ
れ
ま
で
の
検
査
で
は
基
準
値
を
超

え
る
こ
と
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
こ

と
や
、
市
場
に
出
回
っ
て
い
る
食
材
・
食
品

に
つ
い
て
は
基
準
値
以
下
の
も
の
し
か
販
売

さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
４
月
以

降
、
食
材
ご
と
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
は

中
止
し
ま
す
。

答こ
れ
も
質
問

問　

待
機
児
童
の
現
状
と
対
策
は
。

答　

広
域
的
な
施
設
利
用
や
弾
力
的
運
用
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

人
口
流
出
の
抑
止
、
若
者
定
住
策
は

空
き
家
バ
ン
ク
等
の
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す

中政所にあるお試し住宅

農地維持活動（水路清掃）
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編

集
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記

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

�

委
員
長
　
猪
俣
　
恒
雄

�

副
委
員
長

　
赤
城
　
大
地

�

委
　
員
　
横
山
　
智
代

�

委
　
員
　
三
橋
　
　
薫

�

委
　
員
　
五
十
嵐
正
康

�

委
　
員
　
酒
井
　
育
子

議 会 傍 聴 へ お い で 下 さ い

　

記
録
的
な
暖
冬
と
言
っ
て

も
よ
い
会
津
の
冬
も
足
早
に

終
わ
り
、
野
を
見
る
と
な
に

や
ら
そ
わ
そ
わ
と
、
早
く
田

畑
を
耕
し
て
や
ら
ね
ば
、
と

思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
り
ま

す
。

　

今
定
例
会
か
ら
試
行
的
に

導
入
し
た
代
表
質
問
と
い
う

取
り
組
み
は
、
当
初
は
議
員

全
員
の
考
え
が
ま
と
ま
る
の

か
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、
副
議
長
が
初
代
の

代
表
者
と
な
り
、
そ
の
質
問

へ
の
答
弁
を
町
長
が
す
べ
て

行
う
と
い
う
、
重
み
の
あ
る

討
論
と
な
り
ま
し
た
。
毎
定

例
会
で
や
っ
て
い
く
に
は
課

題
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

ま
ち
の
将
来
を
見
据
え
た
議

会
の
取
り
組
み
に
な
っ
て
く

れ
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

�

（
委
員　

五
十
嵐
正
康
）

第２回定例会は、６月６日から14日までの会期（予定）です。
一般質問は６月10日㈪、11日㈫午前10時開会予定です。

第１回定例会の一般質問録画配信中
議会基本条例に基づき、町民に開かれた議会を推進するため
一般質問を録画配信しています。

町のホームページまたは YouTube でご覧になれます。

弄
さ
れ
そ
う
だ
。
次
期
の
振
興
計

画
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
す
る
だ

ろ
う
。
協
働
の
町
づ
く
り
の
真
髄

と
は
何
か
、
議
会
の
方
策
が
あ
っ

て
も
と
考
え
る
。
そ
ん
な
事
を
考

え
さ
せ
ら
れ
た
日
で
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
、
ま

さ
に
そ
の
日
３
月
11
日
で
し
た
。

地
方
議
会
で
初
め
て
の
試
み
と
聞

く
代
表
質
問
の
日
で
し
た
。
平
成

最
後
の
町
予
算
案
に
対
す
る
一
般

質
問
の
初
日
で
す
。
財
政
難
を
理

由
に
新
庁
舎
建
設
を
延
期
し
た
31

年
度
の
施
策
の
最
重
要
課
題
と
財

政
健
全
化
に
対
す
る
実
現
可
能
な

数
値
目
標
の
明
示
と
財
政
改
革
の

具
体
策
を
議
会
に
示
す
事
を
求
め

た
も
の
と
今
後
急
増
が
予
想
さ
れ

る
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
町
の

対
応
策
の
二
点
が
主
題
で
す
。
町

長
も
真
摯
な
答
弁
で
す
が
町
の
活

性
化
、
安
全
安
心
の
町
づ
く
り
、

人
口
減
少
対
策
、
最
も
重
要
な
財

政
建
て
直
し
、
そ
の
答
え
を
導
き

出
す
の
は
困
難
を
極
め
容
易
で
は

な
さ
そ
う
だ
。
将
来
を
担
う
世
代

の
人
口
流
出
が
加
速
し
少
子
高
齢

化
、
税
収
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。

協
働
の
町
づ
く
り
が
振
興
計
画
に

謳
わ
れ
て
久
し
い
が
町
民
の
ニ
ー

ズ
は
日
々
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
。
国
の
施
策
も
だ
。
新
た
な
広

域
連
携
と
し
て
政
府
が
検
討
し
て

い
る
「
圏
域
」
構
想
に
町
政
が
翻

三
月
議
会
を
傍
聴
し
て

�
　

小
野　
　

哲

３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
に
東

日
本
大
震
災
に
お
い
て
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
に
、
哀
悼
と
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
黙

祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
議
会
傍
聴
と
い
う

も
の
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
予

想
以
上
に
細
か
い
点
ま
で
議
員
さ

ん
が
突
っ
込
ん
で
い
た
と
感
じ
ま

し
た
。

　

町
の
予
算
は
国
や
県
の
政
策
も

多
く
関
わ
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
償
化

に
つ
い
て
は
国
、
県
、
町
の
三
者

が
関
わ
り
あ
っ
て
行
っ
て
い
る
事

業
で
あ
り
、
予
算
に
つ
い
て
も
三

者
の
負
担
と
な
る
た
め
と
て
も
複

雑
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
他
の
事
業
に
つ
い
て
も
同
様
の

こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
広

域
消
防
の
点
に
関
し
て
も
、
町
の

財
源
に
関
し
て
だ
け
目
を
向
け
て

い
て
は
政
策
は
成
り
立
た
な
い
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ど
の
活
動
も
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
だ
け
で
な
く
本
当

に
そ
の
活
動
が
必
要
か
ど
う
か
と

い
う
視
点
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し

た
。 予

算
特
別
委
員
会
を
傍
聴
し
て

�

　

鈴
木　

美
紗


